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長泉町0001　　　　　大規模盛土造成地　宅地カルテ（概要・総評）
宅　地　概　要　（第一次スクリーニング結果）

盛土番号 長泉町0001 宅地名 造成(許可)年代 昭和45年

宅　地　概　要　（第二次スクリーニング計画の作成）

優先度評価項目 判　定　（　記　事　）

所在地住所 長泉町東野

盛土形式

盛土形状
盛土面積A 3,968 盛土幅W 140.7 盛土距離d 77.5 天端幅(腹付け型)L

①
盛土および擁壁の形状と構造が
標準的な形状と構造に該当 ( )

② 宅地地盤・擁壁・のり面の変状 ( )

③ 地下水 ( )

④ 盛土の下の不安定な土層 ( )

⑤
造成年代
（基準年以前／後） ( )昭和45年ごろ

⑥ 変動確率 ( )
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　造成前の地形図と造成後の地形図や航空写真を重ね合わせ、差分図（高低差）を作成し
盛土造成地の範囲の再検証を行った。結果としては、県が現在、公表している「大規模盛土
造成マップ」で示す範囲より対象地が大幅に縮小（調査前：約40,000㎡ → 調査後：3,968
㎡）した。また、現地調査でも災害発生の切迫や活動崩落を示唆する変状は認められな
かった。
　また、国の「令和元年度大規模盛土造成地防災対策検討会報告」の参考資料に示される
「早期に第２次スクリーニングを実施すべき盛土の考え方」で示されるフローを用いて検証し
た結果、盛土の状態を「経過観察」として、さらに、「大規模盛土造成地の経過観察マニュア
ル」により、当該地はB3（頻度レベル中＝5年ごとの定期点検）と評価された。

想定被害形態

すべり崩壊・変形
擁壁倒壊・変形

優先度

B３

宅　地　概　要　（第二次スクリーニング）
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変動予測調査後

盛土高さH 10.3 盛土厚さD 6.8 原地盤勾配α 11.5



【フローチャート】

標準的な形状と構造に該当
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該当しない
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大

長泉町0001大規模盛土造成地　宅地カルテ（第二次スクリーニング 優先度評価のフローチャート)
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